
発行日 平成３０年１２月１７日 

発行 大川中学校・大川南中学校統合協議会、三又中学校・大川東中学校統合協議会 

 

第９回統合協議会の協議結果をお知らせします。 

 

１．統合中学校の校章が決まりました！ 

 大川市立清力美術館の元館長で、グラフィックデザイナーの龍 由美子さんに補作をお願いしていた

統合中学校の校章が出来上がり、大川桐英中学校校章作成委員会の山田委員長（大川南中教頭）と大川桐

薫中学校校章作成委員会の後藤委員長（三又中教頭）から披露されました。 

 

大川桐英中学校                 大川桐薫中学校 

 

 

 

 

 

 

 

市の花「カンナ」がモチーフになっています。   月桂樹の葉に囲まれた盾やトロフィーと市の木 

校名にある「英」の文字は「美しい花」を表    である「桐」の葉をモチーフにしています。 

し、「すぐれている」という意味があります。    月桂樹の葉に囲まれた中央部分は規律と栄光を 

カンナの花言葉には「快活」という言葉があ    表し、生徒の輝かしい未来を願う気持ちが込め 

り、生徒に明るく生き生きと学校生活を送っ    られています。 

てほしいという思いが込められています。     その下に繁らせた桐の葉には、大川のまちが、 

２枚のカンナの葉は、２校の統合により大川    発展していくようにとの思いが込められていま 

桐英中が誕生したことを表しています。      す。 

 

２．制服について 

 次のとおり制服検討委員会の協議経過が報告されました。 

①制服検討委員の意向及び教職員・保護者・生徒を対象にしたアンケート結果の概要 

＜制服検討委員の意向＞ 

型は「ブレザー」で「紺」の「無地」。「素材、価格、デザイン、着心地、手入れのしやすさ」を重 

視する。桐英中と桐薫中の制服を共通化したほうがよい。 

＜アンケート結果の概要＞ 

  現在の制服で改善してほしい点があると回答した人のうち、男女ともに約４０％が改善点として

「温度調節（夏は暑い、冬は寒いなど）」を挙げているため、今後の改善事項とします。 

希望する制服のタイプについては、男子制服では「詰襟」が４２％、「ブレザー」が４４％、「スー

ツタイプ」が１２％、女子制服では、「セーラー」が４３％、「ブレザー」が４５％、「スーツタイプ」

が６％でした。 

 



 

制服の色については、男子制服では、「紺」が４１％ 、「黒」が４２％、「グレー」が１０％、女子

制服では、「紺」が５５％、「黒」が２８％、「グレー」が１０％でした。 

制服について重視する点（複数回答）は、「手入れのしやすさ」が最も多く、７７％、続いて「価

格」５５％、「着心地」４０％、「デザイン」３１％、「耐久性」２８％の順でした。 

桐英中と桐薫中の制服の基本仕様を共通化することについては、「賛成」が６７％でした。 

②制服メーカーに対し次のような条件を示し、試作品の製作を依頼します。 

＜基本コンセプト＞ 

・歴史ある４中学校の統合により２つの中学校が開校するにあたり、新しい学校の伝統文化を作って

いくにふさわしいもの ・家庭での洗濯、アイロンがけなどの日常の手入れのしやすさを考慮したも

の ・生地が丈夫で、３年間着用できる耐久性があるもの ・動きやすくて着心地がよいもの ・生

徒が身だしなみを整えやすいもの ・同等品を製作する際に容易に手に入るもの ・性の多様性に配

慮したもの 

＜制服のタイプ等＞ 

・男女ともブレザーとベスト（自由購入）、色は紺か黒の無地 ・桐英中と桐薫中の制服の基本仕様を

共通にする。 ・女子でも、スカートとズボン（自由購入）から選べるようにする。 ・保護者の負

担を考え、価格設定にも配慮を求める。 

 ③今後の予定 

  複数の制服メーカーに試作品を作ってもらい、その中から選定します。 

 

３．校歌について 

統合中学校の校歌の歌詞に入れたいフレーズや単語を公募することになりました。 

公募期間は１月８日から２月７日までです。応募されたフレーズや単語を絞り込むための小委員会を 

作り、作詞や作曲は専門の方にお願いすることになります。 

  

４．通学手段について 

統合協議会では、スクールバスの運行について、今年度を調査研究期間と位置づけています。 

文部科学省の「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引」や「義務教育諸学校等の施

設費の国庫負担等に関する法律施行令」では、中学校における通学距離として「おおむね６ｋｍ以内」と

いう基準が示されています。また、市の附属機関の大川市学校適正規模・適正配置化検討委員会の答申に

おいても、「中学校の適正配置は概ね６ｋｍ以内」とされました。 

スクールバスの導入は、統合によって遠距離通学となった地域の生徒の負担軽減を目的とするため、

「６ｋｍ」という距離を基準にすることとしました。 

この遠距離通学（６ｋｍを超える）の基準には、道海島地区と鐘ヶ江地区から桐薫中までが当てはまり

ます。 

今後は、対象地区である三又地区の統合協議会委員、教職員、教育委員会事務局でスクールバスの運行

について具体的な協議を進めていくことになりました。 

 

 

 

大川中・大川南中統合協議会事務局  大川中学校  ＴＥＬ：８７－２５４０ 

三又中・大川東中統合協議会事務局  大川東中学校 ＴＥＬ：８７－２８１７ 

大川市教育委員会 学校教育課学校再編係 ＴＥＬ：８５－８００４（直通） 

次回開催 １月２３日（水）文化センター２階 洋会議室 １９：００～ 


